
生化学分析および食品分析用テストコンビネーション
 
Ｆ-キット  シュウ酸     製品番号  包装単位 

TC Oxalic Acid      755 699     10 回 

 

FDH 

oxalate-decarboxylas

UV テスト 
 ビール、ワイン、蜂蜜、チョコレート、ココア、スイートポ

テト、紅茶、ダイオウ、ホウレン草などの食品中のシュウ酸を

測定。 
 
分析物 
 シュウ酸は自然界で極めて多くの植物に存在します。シュウ

酸は体内でつくることが不可能な栄養物に結合するため、数週

間にわたりシュウ酸を含む多量の食品摂取はカルシウム不足

という形で現れます。高レベルのシュウ酸は腎石（最も一般的

な腎臓結石はカルシウム シュウ酸で構成されています）を形

成します。ミツバチはシュウ酸を体に吹き付け、寄生虫やダニ

から身を守っています。 
 
原理(1) 
シュウ酸           蟻酸 + CO2 
 
蟻酸 + NAD+ + H2O       HCO3－ +  NADPH + H+ 
 
特異性 
 この方法はシュウ酸に特異的です。 
 
感度と測定限界 
 測定感度は 0.005吸光度差に基づいています。これは最大試
料量ｖ=0.500mlと 0.4㎎/l 試料溶液（例：ｖ=0.100mlのとき、
0.2㎎/l試料溶液に相当）のシュウ酸濃度を 340nmで測定した
ときに相当します。 
1.6 ㎎/l の検出限界は 0.020 の吸光度(340nm の測定)と最大試
料容量ｖ=0.500mlから求めています。 
 
直線性 
 測定の直線性は 0.8μg シュウ酸/アッセイ(1.6mg/シュウ酸/
サンプル溶液；サンプル容量ｖ=0.005ml)から 40μgシュウ酸/
アッセイ (0.4g/シュウ酸 /サンプル溶液；サンプル容量ｖ
=0.100ml) 
 
正確性 
 試料を二重測定した場合、0.005 から 0.010 の吸光度の違い
が起きます。 
 サンプル溶液ｖ=0.100mlで 340nmにおける測定は約 2-4㎎
/l のシュウ酸濃度（試料調整に希釈を行った場合、その測定値
はその希釈係数 Fを乗ずることで得られます）に相当します。 
試料準備中に重量測定の場合、e.g.1g試料/100=10g/l、差は 

0.02-0.04g/100gです。 
 
シュウ酸測定の次のデータは文献として発表されています。 
トマトジュースの分析 
x=  21.3㎎/l   n=15    S=1.24㎎/l    CV=5.83% 
x= 127.5㎎/l   n=15    S=2.89㎎/l    CV=2.27% 
x= 256.0㎎/l   n=15    S=1.89㎎/l    CV=0.74%(Ref.1.1) 
 
キット内容 
1.リン酸カリウム/クエン酸緩衝液 pH約 5.0 
2.シュウ酸脱炭酸酵素懸濁液：約 8U 
3.リン酸カリウム緩衝液 0.1M pH約 9.5からなる 45ml溶液 
4.Li塩入り、NAD凍結乾燥品 420㎎ 
5.蟻酸脱水酵素凍結乾燥品 80U 
6.アッセイコントロール用シュウ酸アッセイコントロール溶液 
（アッセイコントロール溶液、測定結果は計算の必要がありま

せん） 
 
 

 
試薬 
 シュウ酸測定試薬は危険な物質は含まれておりません。測定

後はラボの廃液として廃棄ができます。 
 
試料調製の一般的情報 
 アッセイをはじめるにあたり、透明で中性な溶液サンプルを

用い希釈表により直接あるいは間接的に 0.5mlに合せてくさだ
さい。 
 濁った溶液はろ過してください。 
 炭酸を含む試料はフィルターなどで脱気してください。 
色が濃い試料はそのまま処理しないで使用するか、多量の試

料を活性炭又は(polyvinyl-polypyrolidone)で処理します。 
固形物、半固形試料はホモジナイスして水抽出または水で溶

かし、必要があればろ過してください。 
蛋白質を含む試料はトリクロロ酢酸で徐蛋白します。 
脂肪を含む試料は熱湯で抽出してください（抽出温度はその

脂肪の融解点以上でなくてはなりません）。冷却によって脂肪

が分離するのを確認し、フラスコに 15 分間入れた後、ろ過し
てください。 
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